




















































れていません （写真2 ) 。
5 月22日に開かれた火山噴火予知連
絡会では 「マグマ活動は次第に低下 し
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熱パン ド画像 (Bond B) m_ 9,' ,10 ~9 
図 1 火山専用空中赤外映像装置による有珠山北西麓
のフォー ルスカラー画像（上）と温度分布画像（下）
温度を測定する計測器が用いられてい
ます。
今回の活動では、3 月31日に最初の
観測を行う予定でしたが、噴火が始まっ
たので安全のため観測を延期し、4 月
2 、3 日に最初の観測を実施しました。
温度観測では、活動の静穏な時期の温
度分布と比較して変化をとらえること
が重要です。幸い昨年10月に同じ方法
で有珠山の温度観測を行っており、比
較した結果、懸念されていた山頂から
の噴火を示すような温度異常は見られ
ないことがわかりました。図 1（上）は、
可視光域バンドと近赤外域バンドを合
成したフォールスカラー 画像で、4 月
3 日の有珠山北西麓の火口の位置や状
況が判ります。図 1（下）は同じ範囲の温
度分布画像です。
最近5 月から6 月にかけて行った2
回の温度観測でも、もともと地熱地帯
である山頂部や昭和新山地域に新たに
顕著な熱異常は現れていないことや西
山西麓や金比羅山の火口群付近の温度
に大きな変化のないことがとらえられ
ました。このような温度観測を今後も
1 カ月に1回程度の割合で実施する予
定です。
（問い合わせ先 ：火山噴火調査研究室
鵜川元雄）
® 
